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第３学年１組 総合的な学習の時間学習指導案 

指導者 末 文子 

１ 単元名 「じまん発見！大くらたんけん隊」  

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

４ 単元目標と評価規準 

 目  標 評 価 規 準 

問題解決への 
関心・意欲・態度 

○ 大蔵のまちのよさや特色について
関心をもち進んで調べたい課題を見
付け解決しようとする。 

ア 大蔵のまちのよさや特色について関心
をもち，進んで調べたい課題を見付け解決
しようとしている。(発言内容・ワークシ
ート) 

学び方や問題解決の力 

○ 課題解決のために，見学やインタビ
ューなどの中から適切な方法を選んで
調べたり，必要な情報を整理・分析し
たりすることができる。 

ア 課題解決のために，見学やインタビュー
などの中から適切な方法を選んで調べた
り，必要な情報を整理・分析したりしよう
としている。(行動観察・ワークシート) 

考える力・表現力 
○ 大蔵のまちの自慢として調べたこと
をもとに，そのよさや特色について理
由を考え発表できる。 

ア 大蔵のまちの自慢として調べたことを
もとに，そのよさや特色について理由を考
え発表しようとしている。(発言内容・ワ
ークシート) 

 
○ 本学級の児童は，第1学年の生活科「学校のま
わりの探検をしよう」や第2学年の「とびだせ！
大くらたんけんたい」等の学習において，地域の
様々な人や場所や自然とかかわる体験を通して，
自分の思いや願いを実現していく喜びを味わっ
ている。 
また，第3学年の「学校のまわりの探検」で

は，校区の様子を絵地図に表し，大蔵のまちの
地形について考えることができた。しかし，大
蔵のまちのよさや特色について気付いている
児童は少ない。 

○ 児童は教科等の学習において友達と一緒に
問題を解決したり，まとめたりしていく活動に
少しずつではあるが，取り組んできている。そ
こで，総合的な学習の時間の入門期として，問
題解決力の育成を図りたい。 
 

 
 
以上の３点を重点的に記述してください。 

 
○ 本単元は，大蔵の自慢（他にはないすばらしい
ところ)について調べ，大蔵の人・もの・ことに
主体的に関わっていく活動を通して，大蔵のよさ
に気付き，大蔵のまちの一員として郷土への思い
を深めることをねらいとしている。 

○ 総合的な学習の時間の入門期として，社会
科の学習と関連させながら，学習問題を設定
することができる。さらに，調査活動やイン
タビューなどの探究的な活動を通して，課題
を追究する力を伸ばすことができる。また，
調べたことをまとめたり，自分の言葉で発表
したり自慢と思うわけについて考えたりする
ことを通して，表現力や思考力を高めること
が期待できる。 

児童の実態（児童観） 教材の価値（教材観） 

 
○ 第一次では，課題を見付けるために上級生や保護者に大蔵の自慢と思うところのアンケートを取り，その結果
も参考にしながら調べたい課題を話し合い決めていく。 

○ 第二次では，課題解決のために見学やインタビューなどの情報の収集を行った後に，大蔵の自慢という視点で
各グループで整理・分析させ，まとめる活動へとつなげていく。 

○ 第三次の話合いの場面では，各グループの発表を受けて，課題別のグループで大蔵の自慢と思った理由を出し
合い，全体で自慢と位置付ける理由を話し合っていく。その話合いを通して，大蔵の自慢の価値付けを行ってい
く。 

○ 第二次の課題別グループでの調べ活動や第三次の話合いの場面では，各教科等での言語活動を生かし，手段・
場・方法を工夫した伝え合い発信する場を単元の中に位置付ける。 

 
以上の4点の研究の重点について、具体的な手立てを箇条書きで記述してください。 

方策･方法（方法観） 

・大蔵のまちのよさや特色について関心をもち，進んで調べたい課題を見付け解決しようとする子ども。 
・課題解決のために見学やインタビューなどの中から適切な方法を選んで調べたり，必要な情報を整理・分析したり
することができる子ども。 
・大蔵のまちの自慢として調べたことをもとに，そのよさや特色について理由を考え発表できる子ども。 
・大蔵のまちの自慢調べを通して，地域の人々との関わりを深め，地域の一員としての自覚をもとうとする子ども。 
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学習問題 

 

自分への気付きと 
生き方 

○ 大蔵のまちの自慢調べを通して，地
域の人々との関わりを深め，地域の一
員としての自覚をもとうとする。 

ア 大蔵のまちの自慢調べを通して，地域の
人々との関わりを深め，地域の一員として
の自覚をもとうとしている。(行動観察・
ワークシート) 

 

 

５ 学習指導計画（総時数40時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大蔵の自慢について話し合う。                                   ⑥【関】ア  

 (1) これまでの学習(生活科・社会科)を振り返り，自慢を出し合う。 ② 

 (2) 大蔵の自慢について誰に聞けばよいか話合い，アンケートを作る。 ② 

 (3) 上級生や保護者のアンケートの結果やわけから自分の考えをもつ。 ② 

２ 大蔵の自慢の中で自分が調べてみたいことを話合い，決める。       ②【関】ア  

 

 

 

 

                                                                        

              

          

第一次 大蔵の自慢について，調べる課題をつくろう。（８） 

 

 

１ 課題別グループごとに発表し合い，「大蔵の自慢」について考える。⑤【考】ア 

  

(1) 「天心の酒造り」と「味の源の醤油造り」グループが発表する。  ② 

(2)「大蔵の祭り」と「見守り隊」グループが発表する。        ② 

(3)「大蔵川の生き物」と「大蔵川の植物･昆虫」グループが発表する。  ① 

２「大蔵の自慢」についてまとめ，学習の振り返りをする。③（本時２/３）【生】ア 

第三次 「大蔵の自慢」について話し合おう。（８) 

， 

 

 

 

 

第二次 自分の課題にもとづいて，大蔵の自慢調べの活動を進めよう。（２４） 

 

１ 課題づくりをする。⑧    

(1)学習計画を立てる。① 

(2)課題づくりをする。② 

(3)インタビューの仕方を 

練習する。       ② 

        【学】アイ 

大蔵の 

祭り 

祭 

子ども 

見守り隊 

大蔵川 

生き物 

大蔵川 

植物･昆虫 

天心 

酒造り 

味の源の 

醤油造り 

大蔵の自慢を調べよう。 
学習課題 

２ 調べ活動を行う。   ⑦ 

(1)インタビューや調べ活動をす

る。 ③  

(2)調べたことをまとめる。 ① 

(3)整理・分析する。    ③ 

【学】ア 

３ 発表の準備をする。  ⑨ 

(1)発表の方法を話し合う。② 

(2)発表の準備をする。   ⑤ 

(3)発表の練習をする。   ② 

          【考】ア 

関連教科 

国語イ，ウ 

関連教科 

理科ア 

国語イ，ウ，エ 

関連教科 

国語エ 

関連教科 

社会イ 

国語ア 

関連教科 

国語ア，イ 

特活  



- 3 - 

６ 他教科等との関連 

関連場面 教科等 単  元 内  容 

第一次 

第 1～4時 
社会 

学校のまわりのた

んけん 

ア まちの絵地図を見ながら，自分たちの住むまちの様子や

特色について考える。 

第一次  

第 1～4時 

 

国 語 

 

よい聞き手になろ

う 

 

ア 話の中心に気を付けて聞き，質問したり感想を述べたり

する。 

第 二 次 第

11～16時 

第三次第 1

～8時 

国語 

 

話し合って決めよ

う 

イ 互いの考えの共通点や相違点を考え，進行に沿って話し

合うことや筋道を立てて発表する。 

 

ウ 丁寧な言葉を用いるなど適切な言葉づかいでインタビ

ューをする。 

 

第 二 次 第

11～16時 
理科 

こん虫をそだてよ

う 

ア 昆虫の成長のきまりや体のつくりについての見方や考

え方をもつ。  

第二次 第

11～１6時 
国語 気になる記号 

エ 必要なことを調べて，段落を意識して報告する文章を書

く。 

第二次 第

11～１6時 
社会 

見直そうわたした

ちの買い物 

イ 地域の販売の仕事が自分たちの生活を支えていること

や，販売に携わっている人々の工夫を考える。 

第三次  

第７時 
特別活動 

学級目標を決めよ

う 

ア 大切な言葉と言葉をつなげて話し合い，学級目標にまと

める。 
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７ 本時の学習  平成２６年１１月２８日（金曜日）５校時  於 ３年１組教室 

（１）主眼 

  前時までの大蔵の自慢の発表を振り返りながら，自慢の共通点について話し合い，それを大蔵のまちの

キャッチフレーズにまとめる活動を通して，地域の一員として自分にできることは何かを考えることがで

きるようにする。 

(２)準備 

ワークシート 前時までの学習資料・発表資料 

（３）展開 

主な学習活動 支援･指導上の留意点（評価規準・評価方法） 他教科等との関連 

１ １ 前時の学習を振り返り，本時のめあて

を確認する。 
 
 
 
 
２ 大蔵のそれぞれの自慢の共通点を話し
合い，大蔵のまちのキャッチフレーズを
作る。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 大蔵のまちの一員として，自分にでき
ることをワークシートに書き，発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４ ＧＴの芳賀さんのお話を聞く。 
 
 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返り，次時の活動に
ついて確かめる。 

○  前時に行った自慢発表会の活動

を振り返らせ，本時の活動につなげ

る。 
 
 
 
○  予め共通点を考えさせておくよ
うにする。 

○  前時までのワークシートとそれ
ぞれのグループが考えた自慢ベス
ト３を掲示し，自慢の共通点を具体
的に話し合うことができるように
する。 

○ 大蔵のまちの自慢をキャッチフ
レーズにまとめていく視点として
「分かりやすい！」「大蔵っていい
な！」「なるほど！大蔵ってこんな
まちだね。」という 3 つを意識して
いくことを押さえる。 

 
 
 
○  自分にできることを考え，積極的
に発言している児童の発言内容の
よさを認めるようにする。 

○ 自分にできることが書けない児
童には，これまでの学習で心に残っ
たことを考えさせ，できそうなこと
に気付かせるようにする。 

 
○ ＧＴの芳賀さんに自慢発表会や
本時の学習への賞賛をしていだく
ことを通して，まちの一員としての
自覚をもち，自慢をもっと伝えたい
という意欲を高めていくことがで
きるようにする。 

○  次時では，この学習を通して自分
の成長や友達のがんばりを見付け
る活動をすることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「大蔵のまちの自慢」をキャッチフレーズにまとめ，自分たちにできることを考えよう。 
めあて 

《予想される児童の反応》 
・川をきれいにして魚たちを守る優しい人や子ども

たちのために毎日挨拶してくれる優しい人がいるか

ら，優しい人のいるまちだと思います。 

・大蔵川も自然がいっぱいだし，天心のお酒造りに

もおいしい水を使っているから，自然が素晴らしい

まちだと思います。 

 

優しさいっぱい，自然いっぱい，みんなのためにが

んばる大蔵       

・ぼくは，まちにごみが落ちていたら拾おうと

思いました。わけは，ごみがあると川の魚たち

が生きていけないからです。 

・わたしは，見守り隊に大きな声で挨拶をしよ

うと思いました。見守り隊は，わたしたちの安

全を守るために頑張ってくれているからです。 

【評価】 

〈自分への気付きと生き方〉 
大蔵のまちの自慢調べを通し

て，地域の人々との関わりを深め，
地域の一員としての自覚をもとう
としている。 

(行動観察・ワークシート) 

３年特別活動 

「学級目標を決め

よう」 

・大切な言葉と言

葉をつなげて話し

合い，学級目標に

まとめる。 

３年国語 

［話し合って決め

よう］ 

・互いの考えの共

通点や相違点を考

え，進行に沿って

話し合うことや筋

道を立てて発表す

る。 


